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啓

一 登

共
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經
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學
辭
典
と
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せ
ら
れ
る
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■
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幾
種
類
か
公
刊
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れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
あ
ま

®

に
^

門
的
で
、
少 

く
と
も
初
擧
者
に
と
つ
て
は
難
解
で
あ
る
か
、

3

も
な 

く
ば
蚤
ズ
片
々
た
る
經
濟
用
語
辭
典
に
類
す
る
も
の
で 

あ
る
。
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こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
现
論
的
體
系
に
從
ぅ
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經
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學
の
知
識
を
傅
え
る
と
共
に
、
平
易
節
明
な 

表
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に
ょ
っ
て
、
初
禺
者
に
も
究
分
に
理
解
し
得
る
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濟
繆
辭
典
の
必
埂
を
か
ね
が
ね
痛
感
し
て
い
た
。
本
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典
發
刊
の
_

機
も
こ
こ
に
あ
る
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濟
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見
て
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い
^

れ
の
禰
良
經
濟
と
離
も
ヽ
^

摒
經
濟
的
關
連 

：

と
い
う
.̂

と
は
、
：

今
•日
で
は
■も
は
や
世
界
經
濟
論
の常

！
！

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
改
め
て
說
く
吏
で
も
な
く
、
戰
收
國
セ
あ
づ
长
日
本
や
ド
ィ
ツ
办
經
濟
が
'

 

現
在
.ま
で
£

俱
興
を
遂
げ
.得
た
こ
と
に
づ
い
て
ぢ
、
外
部
援
助
と
い
う
形
を
彌
じ
て
、
こ
'の
關
連
ぱ
顧
め
て
密
接
に
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持
さ
れ
た
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ノ
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經
濟
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內
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に
と
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て
も
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か
急
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連
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必
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を
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こ
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會
雜
誌
：
第
，四

十

芄

卷

第

七

號

• 

.

ニ 

§

ー
,八〕

は
、
我
®
的
に
.
»
大
な
も
の
セ
あ
る

と
見
な
く
て
は
な
，ら
な
い
。4

盖
し
そ
れ
は
こ
れ
ら
諸
國
の
政
治
•的
，
• ‘經
濟
的
志
向
を
規
制
す
る
支
配 

的
要
因
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
.る
。
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鏡

-
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東
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^
ジ
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〔

%(

の
多
く
淤
殲
後
に
政
治
的 

つ
て
茨
の
途
を
#
み
つ
つ
あ
る
と
い
う
、.意
味
に
お
い
て
、：
；止
.に
こ
の
枠
杓
に
屬
す
'る
。
屢
飞
い
わ
れ
る
如
く
、
そ
れ
は
：
-1
植
届
地
經
濟」 

か
ら「

國
民
經
濟」
形
成
へ
の
過
渡
期
に
あ
る
も
の
.お
見
ら
れ
る
。
、そ
し
て
こ
の
.經
竭
に
お
い
.て
、
こ

れ

を

め

ぐ

る

內

外

，
の

諸

條

件

は

、
あ

.

f

の
は
推
進
的
に
、
他
の
i

p

約
通
と
に
ょ
つ
て
、
，
混狐議問を渠しつ

.

.つ

意

こ

き

：■

出
來
I

 

.
か
く
し
て
東
南
ゲ
ジ
ア
の
諸
國
_

つ
い
七
は
.
、
今
や
政
治
經
濟
學
.(

'-p
o
l
i
t
i
c
a
l

テe
c
o
n
o

-'B
y

>

の
槪
、念
が
摘
用
せ
ら
る
べ
き
こ
と
が 

指
摘
さ
れ
.る
。
そ
こ
に
純
粹
な
經
濟
法
則
•
が
貫
徹
す
る
た
め
に
は
、
.
餘
り
に
も
多
く
の
經
濟
、外
的
要
因
.
が
作
用
す
る
の
で
：あ
り
、
ま
た
そ 

.
れ
自
身
の
^ /

濟
的
發
展
程
度
は
、
な
お
多
分
⑵
農
崎
を
中
心
と
す
る
後
遝
的
な
も
办
が
見
出
さ
れ
る
か
-
ら
で
あ
る
。
前
者
に
屬
ず
名
も
の 

と
し
て
は
、
外
部
的
に
は
米
ソ
の
對
立
を
軸
と
す
.る
國
際
諸
.勢
力
の
依
然
と
し
、て
の
，利
害
.
の
錯
綜
が
擧
げ
ら
れ
る
で
あ
う
し
、：，'內
部
的 

に
は
.か
の
複
合
社
會
襲
成
の
存
續
や
旺
盛
な
ナ
シ
^
ナ
リ
ズ
ム
の
勃
興
を
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ

$.
。
こ
れ
.は
ま
た
後
替
の
動
向
に
深
い 

.
繫
り
を
も
つ
も
.
の
と
解
さ
れ
る
。
旣
に
ー
言
，レ
た
如
く
、
こ
れ
ら
諸
國
が
い
わ
ば
.
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要
因
の
作
用
す
る
所
も
ま
た
大
き
い
と
_考
ぇ
な
け
れ
ば
な6>
.

な
い
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「

：へ̂

の.
ょ

ざ

な

嘗

坪

の

下

妃

あ

^-
每
 

て
、
相
反
す
る
ニ
つ
の.要
素
が
胁
き
か
け
つ
ク
お
る
も
の.と
考
ぇ
ら
れ
る‘
。

一
つ
は
生
活
水
準
向
上
；
.へ
の
欲
求
で
あ
り
、
他
は
戰
前
の
特
り

. 

- 

. 
- 

■-
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■ 
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. 

o 
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■
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-
-
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..

，產
物
襁
出
に
ょ
る
所
得
の
形
成
が
、
少
く
と
も
人
口
一
入
當
り
に
つ
い
て
は
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
と
：の
.見
透

し

；
で

あ

る

。

こ
の
.
こ
と
は
舊 

■ 

威
本
國
の
植
民
政
策
の
改
訂
や
こ
.
ら̂
を
含
.：

Q
.
P

の
國
際
諸
勢
力
の
輕
窳
治
方
式
の
提
出
と
0
絡
み
合
.げ
に
お
：S

-C
、
複
雜
な
問
題
'

^

投
げ
如
け
つ
〃
ク
あ
.冬
卽
ち
齚
营
は
瞥
て
办
帝
國
主
義
的
政
策
め
排
擊
と
い
.う
觐
點
か
ら
-
い
ゎ
ば
腠
期
时
理
想
と
し
て
瓶
：■げ
ら
れ
る
. 

と
こ
ろ
0

.
も
.
の
、で
あ
り
、
後
赉
の
特
產
物
輸
出
を
縱
存
す
る
場
合
に
は
、
短
期
の
所
得
增
，大
に
は
資
す
名
と
し
て
も
、
再
び
植
民
地
的
地

.'

. 

.位
へ
0

緊
織
に
通
ず
る
も
0

/
と
_
し
て
瞥
戒
さ
^ .

る
か
.ら
_
.で
.あ
る
。

. 

• 

■

:

東
南
ア
ジ
ア
諸
®
の
立
場
と
し
_て
.、%
の
場
合
は
，あ
く
ま
で
，间
避
さ
れ
な
.げ
れ
，ば
^

bな
い
と
す
れ
ば
生
活
水
準
の
向
上
の
た
：め
£
は
、

.經
濟
的
開
發
0
鐘
に
よ
ら
ざ

.名
^
得
ず
’
：そ
0
た
め
に
經
濟
的
赴
狀
化
、
；就
中
エ
業
化
吟
ス

'が
描
：が
：れ
て
く
吝
こ
’い
に
な
る
。

, 

琪

實

、

エ

業

化

の

，推

進

.の
た
め
に
、
戰
發
に
お
い
て
多
大
の
努
カ
が
拂
.‘
わ
れ
て
い
^
に
も
拘
'ら
ず
、
そ
^
は
必
ず
し
も
«
調
汝
發
展
を 

示
し
ズ
い
兔
い
。
自
力
に
ょ
つ
て
こ
の
目
檩
の
實
現
を
期
す
る
た
め
に
は
、
多
數
の
前
提
條
-#
に
つ
：
い
：
て
'未

整

備

マ

未

腾

熟

を

指

摘

せ

ざ 

:る
^
^
、̂い.。
.例
^
ば
.近
代
的
エ
業
育
成
の
起
動
カ
と
し
.セ
；の
顧
^
 ̂

ま
た
'近
代

的

|
$
^
カ

の

培

養

に

つ

い 

.て
も
、
相
當
の
訓
練
.••敎
育
の
期
間
が
於
麗
さ
れ
名
。
さ
ら
に
資
材
や
技
術
'の
本
足
に
加
え
て
、
市
場
0
.開
拓
も
保
譬
れ
て
は
い
な
：
 

い
。
.從
つ
て
.こ
れ
ら
の
諸
點
に
つ
い
て
の
外
部
援
助
、
.と
り
.わ
け
外
資
導
入
が
/勝
要
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
,:
-
'ナ
シ
.？
ナ
ザ
^

ム
の
.抵
抗
は
、
.往
々
に
し
て
感
情
的
に
も
こ
：れ
を
阻
害
し
、
亂
げ
の
.政
洽
的
，
社
會
的
不
安
定
：に
掛
車
を
知
：け
冬
が
如
き
寳
情
に
あ
さ
。：

.
勿

論

$
れ

ら
諸
條
俾
の

‘各
4
忆

つ

い

て

、

現

狀

蓝

び

に

將

來

ぺ

の

.發
鼢

の

可

能

性

を

そ

れ

ぞ

瓜

岭

»'
し

.て
_
る

こ

；
と

ほ

、'東
南

.ア

ダ

ア
 

の

經

濟

，開

發

問

題

，
の

•具
體

的

な

測

定

に

役

立

つ

で

あ

ろ

う

。

し

か

し

敍

で

は

お

ょ

そ

上

に

描

が

れ

た

:*
う

.
&エ
業

^
の

'コ
.丨
ス
は

>
^
^
嘗

^

>
.の

奮

I
S
M
.

に
.お
：け#

近
枚
■
:

の̂

■

:ス
：の
幕
: &

る
舊
襲
免
遣
ず
邊̂

^

で
敗
^ :
'
' 

:そ
0

,
こ
^ -

紙
@

史
时
環
境
を
異
に
ず̂

現
在
.の
枣 

南
ア
ジ
ア
諸
國
に
つ
い.て
、
.直
ち
に
適
用
し
う
る
か
否
か
と
い
う

I
.

の
根
本
的
な
疑
問
が
提
起̂
れ

：
な

け

れ

ば

：
な

ら

^ ;

い
。
.

■

-

‘四
歐

諸

國

の

場

合

てS
、：

統
一
的
藍
民
國
家Q

成
立
裏
づ
け
るQ

H
、

こ
れ
と
歩
調
を
共H

し
た
產
肇
命Q

遂
行
が
あ
. 

り
，、
.
.こ
れ

:§
:
遨
盤
1
1る
近
、化
化
の
過
程
に
お
い
て
、
健
全
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
，ズ
ム
の
發
達
が
示
さ
れ
、
ま
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
圓
谲
众
' 

览
鈐
ア
^
ア
齡
濟
辟
發
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題
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察
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^
^
K、
結

*
於

導

が

れ

把

と

見

ら

机

る

。

て

れ

に

對

し

、

現
法

の

M

0

ア
ジ
ア
ノ
諸
國
の
場
合
に
，は

假

り

に

戰

後

賦

與

さ

れ

1̂
政

篇

的 

獨

立

ゃ

皇

性

.の
擴
大
，を

以

て

ノ

近

代

的

國

家

と

し

て

•の
齋

足

t
印

す

も

の

と

し

、て
も
、

そ

れ

は

未

完

成

■で
あ

り

ご

且

つ

產

輩

命

，の

導
 

'
こ
ら

'い
、てS

、

紀

述

の

如

き

多

く

の

制

約

的

條

件

•の
存
在
を
擧
げ
な

.く
て

.は
な
ら

な

.い
？

ま

t
て

そ

の

，
他

の

內

外S
雜

な

環

境

を

考 

，慮

に

入

t
な

ら

ば

、'
H

•業
化

を

中

軸

と

す

る

'經
濟

開

發

コ

丨

ス

の

適

用

に

は

、

當

然

多

く

菌

難

が

產

せ

ら

队

る

。

そ

の

限

り

ナ

シ
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ョ
，
5

ズ.
5 0

-i-
■
發I

T

と

く

に

從

來

、の
，植

民

地

ナ

>

 
ョ
ナ
リ
ズ

.ム
か

ら

の

臉

却

が

如

何

芦

し

•て
可

能

で

あ

り

、

或

，は

ま

私

こ

の

神 

域
に
.デ

モ

ク

ラ

，

、

X

丨

の

急

速

な

る

移

人

が

、

」

果

し

て

可

能

で

I

か
等
に
つ

'い
て
、

疑

念

な

I
得

な

い

の

で

あ

る

。

i
實
に
、■.匕
の
也
，域
P
經
濟
開
發
の
努
力
は
、
い
か
な
る
方
向
に
お
い
て
試
み
ら
れ
來
り
、
且
つ
；又
將
來
へ

S

问
を
示
し
つ
つ
I

か
。
‘，以
下
こ
の
點
に
つ
い
て
の
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
'
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搞
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簡
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シ
ナ
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合
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領
ボ
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オ
領
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セ
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ロ
ン
、
中
國
、
，
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、
イ
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ド
、
イ
ン
、ド
ネ
シ
ア
、
朝
鮮
、

マ
い
イ
連
邦
及
び
シ

.

ン
ガ
ボ
*

ル
、
ネ
パ
1

ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、，
フ
ィ
リ
ピ
ン
及
び
タ
イ
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採
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上
げ
る
こ
i

し
た
。
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れ
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を
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え
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も
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K
I
.
Q
M
w
i
o
^
.
^
s

、
'戰
翁

中

に

激

^
荒̂

慶

也

戰

後

q;
政

敗̂

'.
.
*•
'
#的
不

^

«

の

: ^
め

に

■戰
艰

の

氣

濟

.液
興

の

過

fe
_
は
遲 

々
た

f

の

で

あ

つ

た

。
各

國

そ

れ

ぞ

れ

に

.一
應

の

經

濟

復

興

.開
發

1

を

樹

て

た

に

も

拘

.
ず

、
：(

旣

.に
一

貢

.

牛
の
..不1
の
.た
^
に
、
：，.實
施
が
困
難
^

1

義
と
.し
!'
:
'ナ
ジ
.，ア
.ポ
對
4
て
杜 

域

に

止

ま

を
•の
が
多
か
つ
仁
。
ま
た
、'經
濟
擄
助
が
試
み
ち
れ
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
東
窜
ア
ジ
贫
諸
國
內
め
不
安
定
は
そ
の
逢
涉
文

• 

-
 

I

.ぺ
限
み
、
：
：と

<'
に
_

資
導
人
：に
釾
し
弋¥

ナ
^
,
ポ

'だ
^ ;

る
。。
ま

馨
_

興
本
«

.
釔
含
&
&
際
氣# '
'

カ(

の
'
摩
擦
や
東
南
ア
銬1
^

線
合
的
な
經
濟
開
發
計
畫
の
.實
現
を
妨
げ
’

 

：

.：■

'

: 

• 

. 

' 

' 

か
：か
.名
狀
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w
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ア
經
濟
復
興
五
ケ
•年
計

®:
は

、
-
'
各
國
ょ
り
の
資
料
の
集
成
に
過
ぎ
な
か
つ
仁
が
、
槪
略
な
が
ら
と
.
の
地
域
の
經
濟
開
發
の
.方
向
を
指
示
す 

へ
る
忆
足
び
喫
も
^ .S

開
發
の&

要
經
齡
修
額■

:
.
w

六

豪

：

t

六

電

力{
1

■三
'.
四
^)

、
鐵
維
工
業
.(

八
〇
笫)

、
化
學
肥
料
.■

(

六

•
八
%)

、
'鐵
鋼(

四

•
九
^)

等
を
主
た
る
も
の
と
し
た,0
.

と
：め
計
*

算
}

^

_

靡

观

舊
_

膨
發&

 

;運
輪
、1

%

办
滅
雜
ぃ
; ^

对

邀

蹇

册

の

賅

成

場
..1

義

と
し
、
次
い
.で
繊
嫩
工
業
を
中
心
と
す
る
輕

H

業
の
育
成
に
重
點
が
置
か
れ
て
い
る。
”し
か
も
所
要
經
費
猶
額
中
七.ニ
億
五
.七
0
〇
ド
：ル；
. 

C

五
三
^)

を
、
國
外
か
ら
の
援
助
に
仰
が
ん
と
す
る
も
の
で
ぁ
る
が
、
殘
り
六
三
億
六

.八

.〇
〇
萬
ド
ル
の
國
內
調
達
す
ら
、
こ
の
地
域 

■の
.低
所
得
水
準
か
ら
見
て
困
難
視
せ
ら.れ
る
。

•，
 

...，

- 

一
ぐ
ぐ
匕
だ
が
穸
で
編0 -
'
訊
畫
_
響

吹

_

_
の
_

従
_

發
訛
«'
餅
用
^̂

外
國
援
助
へ
の
呼
び
か
け
の
意
圖
を
含
む
も
の
で
ぁ
つ
た
と
評
價
せ
ら
办
る
。
し
か
し
こ
れ
を

&
盤
と
し
.て
、
そ
の
後
各
H
に
お
け
る
經
• 

濟
開
發
計
#
は
ノ
次
第
杧
具
權.化
：の
途
を
她
り
、
同
時
に
現
實
味
を
帶
び
る
、こ
と
と
な
つ
仁
。

.例
ぇ
ゼ
上
の
計
盡
に
示
さ
れ
各
如
き
エ
業
：
 

化
中
心
の
ぃ
わ
.ば
西
歐
‘的
近
代
化
.コ
1
ス
の
急
管
追
求
に
#'
檢
討
を
加
ぇ
、
，
こ
の
地
.输
に
ぉ
い
て
食
視
出
來
於
ぃ
農
業
生
產
の
復
興
把 

•筑
點
を
振
ひ
向
け
”
こ
’れ
と
の
關
連
に
.お
い
て
のH

業
化
の
着
年
を
.
考
す
る
こ
と
と
.な
つ
た
。
、$
の
意
味
か
6>
.先
ず
灌
漑
と
水
カ
發
電 

の 

< 混
合
此
戴
が
採
用
さ
れ
、
こ
れ
に
附
随
し
て
化
學
肥
，料
、
鐵
鐧
\
セ
メ
ジ
ト
等
.の
.エ
業
開
發
が
考
慮
せ
ら
れ
た
。
ま
た
計
畫
の
重
點
.抓 

来
南
ア
ジ
ア
經
濟
麗
間
題|

す

る
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ノ
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四西
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ニ
：

,
適
用
を
圖
!?
•

パ

所

要

經

廣

，の

少

M

も
，の
に
優
先
性
を
與
ぇ
る
こ
と
並
'
び
に
地
域
各
國
間
の
協
力
の
促
進
等
が
要
望
さ
れ
た
。

•
.

他
方
ぬ
士
い
て
、
と
の
頃
か
ら
國
連
の
靖
大
技
術
援
助
‘Jt
«

ァ
->

リ
ヵ
の
ポ
ィ
ン
ト
.
.
フ
.
ォ.
ア

-:

フ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
6

0

<

{
援

助

等

f 

の
こ
の
地
域〈

の
適
用
が
次
' #

に
日
程
に
1

り
.
、
ま
た
ィ
ギ
リ
ス
めn

 

口
、

V

ボ
•

プ
ラ
ン
の
’
採
用
が
.
こ
れ
忆
加
わ
つ
た
。
こ
れ
ら
の
外
部 

的
諸
計
#

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
-^

も
つ
と
共
に
、
ま
た
必
ず
し
も
相
互
に
調
盤
さ
れ
た
も
の
.
.で
呔
な
か
つ
た
。
こ
.と
に
國
連
や
ァ
メ
リ 

力
の
援
助
は
技
術
援
助
を
中
心
と
し
、
匕
の
地
域
へ
の
割
當
額
も
決
し
て
充
分
で
は
な
か
つ
仁
。
し
た
が
つ
.
て
と
れ
ら
の
.
中
.
で
は
、

コa

 

•

ン
ボ
•

ブ
ラ
ン
が
、
と
の
地
域
の
ィ
ギ
リ
ス
連
邦
諸
國
及
び
植
民
地
を
紳
合
U

て
、
最
も
上
述
の
線
に
沿
ぅ
具
體
的
內
容
ど
翕
む
も
の
と
’

. 

S

I

た
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そ
れ
：遺
_
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濟
袖
策
沮
力
#

め
沐
截
實
的
な
ft
-

畫
：尨
る
#
也
を

.
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張
、：
權
溉
地
面
精
.
1
_三
〇
〇
1

ヱ
ー
ヵ
ー(

一

七
^

)

擴
’張
、
㈡

食
用
穀
類
六
〇
〇
萬
ト
ン

(

一
〇
％)

增
收
、
㈢

常
力
”
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• 

二
〇
^

K

W

Q

ハ
七̂

〕

‘

增
W

等
を
主
な
る
內
容
と
L

、
.そ
れ
資
金
と
し
て
.

|

八
億
六
八
、〇
〇
离
ポ
ン
ド
を
計
上
、
ぅ
ち 

一
0

億
三
0-
〇 

0

萬
ポ
.

V

ド
を
ィ
r

ド
、
パ
午
ス
タ
•
ン
、
セ
ィ
ロ
.
ン
及
び
諸
植
民
地
灯
負
.擔
と
し
、
'

殘
り
八
億
.
三
八
〇
〇
萬
ポ
ン
ド
を
^

;

部
援
助
に
.
期
待
.

し
た
.(

但
し
こ
‘

の
埸
合
に
は
ボ
ン
ド
殘
高
解
除
分
一
一
億
四
六
〇
〇
萬
冻
，ン
ド
が
國
內
調
達
分
に
計
上
ざ
れ
て
い
る
の
.

で
、
こ
れ
を
海
ル
^

人
分
に
縐
人
す
れ
ば
、
兩
者
の
相
對
比
.

は
逆
に
な
る)

。 

、

’

•

.

•

•
.か
し
'
そ
れ
が
，ィ
ギ
リ
ス
を
背
.景
と
す
る
點
か
ら
、
對
グ
メ
リ
ヵ
並
び
に
對
其
他
ァ
ジ
ア
諸
國
と
の
關
係
に
調
盤
の
餘
地
を
殘
す
と
見
ら
れ 

Iる(

こ
の
點
は
般
近
に
ぉ
ぃ
て
苏
干
の
展
開
を
示
し
っ
っ
ぁ
る〕

0
ま
た
こ
ル
も
尙
多
分
に
外
資
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
及
い
と
.ハ
ぅ
點
に
お
い
て
>

地

：
域

：
の
：經

麗

自

连

性

办

，
推

«

乾

％
.意

味
_

ら
_

:

族

題̂
 

.，
、
い-.
.-
:

だ
が
い
づ
れ
に
し
‘
て
も
、
上
記
の
國
際
的
澈
計
靈
の
適
用
を
通
じ
て
、
':

こ
.
の
地
.域
の
'經
濟
復
興
.開
發
計
畫
K

つ
.ぃ
，て
、
#

.1
-

ー
そ
の
'
輪
廓
. 

が
描
か
れ
て
き
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
卽
ち
長
期
の
目
標
と
し
て
は
、.
0

丈
業
化
，と
2

經
濟
的
9

弈
が
揭
げ
-ら
れ
、
短
期
の
自
檫
と
し 

㈠

經
濟
復
興
と
3

收
.支
均
衡
.
の
改
善
：が
擧
げ
^

れ
.今

)

そ

：じ

て

高

驴

の

エ

.業
化
^
部
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戰
前
水
準
へ
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囘
復
と
輪
衡
多
る
發
展
；が
要
望
き
れ
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ぁ
る
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°
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開
發
が
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第
一
順
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め
る
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,そ
し
て
こ
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ら
を
對
濛
と
す
名
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濟
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螯
寒
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&
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そ
む
で
は
農
業
、
鑛
業
必
機
械
化
、
近
代
化
と
並
ん
で
輕
、工
業
^-
中
心
と
す
るH

業
開
發
の
過
程
、へ
と
入
^
ぅ
る
の
セ
あ
る
。

,
 

へ
こ
め
全
過
程
を
通
じ
て
、
民
观
資
本
蓄
積
の
食
囷
と
い
ふ
事
情
か
ら
ぃ
當
然
政
府
の
徵
割
の
增
大
が
必
要
視
さ
れ
る
。
例
え
ば
各
國
の 

、產
業
別
所
要
資
金
の
政
府
支
出
見
込
^

つ
い
で
、
前
揭
の
國
連
に
よ
る
調
査
が
_あ
.る
0.
國
に
よ
つ
て
軍
；點
の
置
き
所
に
多
.少
の
差
は
見
出
：
 

¥
さ
机
名
#

:>
_

-1
0
.そ

養

篇

保

3
輸
鐘
'.
-
>竃
汸
等
_
對
来
策
政
府
_
ら
め
：積
極
的
が
藤
« -
が
窺
ぉ
れ
^
 

‘へ

「

一：：
.: 

，
そ
し
ほ
府

I

の
指
導
の
下
に
、
經
濟
g

l

s

s

s

s發
が
望
ま
れ
そ
こ
の
黙
に
つ
い
て
E

C

A

F

E資
料
は
、r
E

c 

/
.在
^
眉
諸
國
め
經
濟
政
潫
と
開
發
計
霰
土
を
分
浙
^
尨
結
赛
.：

そ
：

g::l

齒

！

01

的

^

^

^

國

民

斯

得

め

'

加̂
お
翁
び
：#f

活
水
»

o
改
善
、
均 

.*
衡
め
と
れ
た
多
角
的
經
濟
の
.確
立
、
さ
ら
に
數
6

に
お
い
て
は
、
富
と
所
得
‘の
ョ
リ
公
平
な
分
配
を
擧
げ
ぅ
る
こ
と
が
明
ら
か
^
な
‘つ

C

B
 

• 

- 

• 

• 

、
.;
.

■

把」

と
の
槪
括
を
與
え
て
い
る
。
こ
れ
が
文
字
通
り
事
實
で
お
る
と
す
れ
ば
、
東
南
ア
ジ
’ア
諸
國
に
と
つ
て
は
誠
に
濟
ぶ
べ
き
傾
献
と
い 

.
え
冬
0

#

1^
%

れ
炔
t

'
CD
^-
M

CD

經
濟
開
發
の
基
本
線
电 

を
賦
與
す
^

も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
■あ
る
。
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_

ぐ
，前
項
.杞
搞
觀
#

.

_

南
プ
ジ
.
ダ
諸
勝
の
經
濟
開
發
問
題
の
動
向
妨
、：
內
外
諸
條
件
：の
.
—

を
受
け
な
が
ら
そ
れ
.が

主

と

し

：
て
：外

部

的

計

, 

書
に
よ
つ
て
枠
付
け
ら
れ
た
と
；

S

ラ
點
か
ら
な
お
多
分
.
に
西
歐
的
近
代
化
の
‘
コ
1

k

を
踏
み
つ
つ
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
？
：！■均
衡
あ
る 

多
角
的
經
濟
0

確
立
-

」

は
素
よ
り
望
ま
し
い
所
で
あ
る
、が
、
そ
れ
は
決
し
て
豫
想
さ
れ
^

よ

ぅ

. £

女
易
な
プ
.
！1
セ
ス
でg

な
^ :

で
：あ
ろ
.ぅ
。

_

:

^农
こ
札
扛
關
連
し
淹
、
：
^

农
:1
3
.
趣
域
^

ぉ

げ

臺
-:
1
:づ
；の_

型
別
ば
3

藥

と

；̂

め 

F

E

資
.

へ.
.
.
.
，
.
'
'
-
.
'
.
' 

へ':.、
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.

.

.
-
-

(

謎
1〕

.

-

::

料
.は
：ゴ

經

骑

的

均

衡

(

の
缺
如
と
避
濟
開
潑
方
武
_
い5.
觀
徽
が
.ら
、
.：
_
 

ノ
：
 

;-)

第
每 S

 
疆
 

諸

國

雾

^'
,fe

は
輸
出
に
お
い
て
優
越
的
地
位
を
占
め
て
い
る
國
々
で
あ
る
。
.こ
れ
は
4
ら
‘に
㈠

セ
イ
ロ
ン
.、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

V 

■マ
レ
イ
お
よ

.び
英
領
ボ

•'

ル
ネ
オ
、
フ
ィ
リ
ビ

.ン
‘の
如
き
食
糧
輸
人
國
と
、3

1

ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド

.シ
ナ
、
タ
イ

’の
■如
.き
食I

I

輸
出
國
と
に
分
®

さ
れ
る
。
前
#
は
.周

；
 

知
の
如
く
、
少
數
の
原
料
品
輸
出
欠
極
度
に
依
存
し
、
し
た
が
/っ
、てH

業
國
の
經
濟
變
黯
に
よ
っ
て
著
し
い
，
響
を
I

f
。
ぞ
と
で
‘こ
れ
;
: 

^
諸
國
：の
經
濟
蕾
計
畫
0

&
的
ば
、
镇

_
0.
他
縠
物
0'
鍾
_
と
製
造
ー
^
邮
正
§
_

_
發
達
に
ボ
|

*

»の

證

：
^

4

ま
た
三
大
米
產
國
で
あ
る
後
#

の
三
國
に
っ
い
て
は
、
農
業
の
多
角
化
と
工
業
生
産
の
# .

進
'
に
よ
芯
均
衡
.：の
：.あ
る
經
濟
の
.
發
展
ガ
目
：

\
: 

標
と
さ
れ
る
。 

'
•
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.

‘第
一
一
の
類
型
に
屬
す
の
，は
、
中
國
と
イ
ン
ド

で
あ
る
。
そ
め
經
濟
は
共
に
農
業
的
で
は
あ
る
が
、-
旣
に
あ
名
.程
度
多
角
化
■さ
れ
、
.
.ま
.た
:,

.

_

■も
比
鮮
發
達
し
本
好瘦

；：

€:
免
恶
と
^.
_
雨
國
の
經 ̂

の
增
產
とH

業
開
潑
杧
4
り
，
農

.

..

. 

>
.
'
エ
揉
观
の
蒙
ぬ
#
立
_

輿
爲
的
、̂
1
:
:
っ
ー
と
多
ズ_
.冬
。
5

1;

第1
1
1

型
は
、
日
本
の
み
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
•る
。
日
•本
は
戰
I

I

よ
び
原
料
の
輸
入
と
そ

I

s

充
て
ら
れ
る
外
屢
助 

_

篇

祀

，
存
-
て
い
；る

货

福

碧

负

令

後

.

の
：：

響

自

立

"
^

*

徽

お

よ

び

虜_
輸

入

：を

贿

ぅ

尨

泠

の

：輸

出

.：
の«

興
虼
學
务
^
羝
啟
扣
^

 ̂

.

:

C
の
類
型
別
が
、
そ
ル
ぞ
れ
の
掘
■
々
に
っ
.い
て
.の
，經
濟
の
多
灼
化
、
均
衡
的
發
展
^

®
し
、‘一

っ
の
指
標
を
與
え
て
い
る
.こ
と
は
.認

め

/,
.

，ら
れ
^

^
し
か
し
像
が
ら
そ
れ
は
、
內
外
、の
安
穏
な
.政
治
的
經
濟
的
發
鹿
が
徽
持
さ
れ
る
こ
と
を
i

と
し
て
の
、こ
と
で
あ
り
、
そ
の
；場

合
o'
理
想
的
コ
ー
■ス
を
示
す
と
い
え
よ
ぅ
で
そ
し
て
こ
れ
を
延
長
し
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
經
濟
Q
均
衡
的
發
展
と
い
ぅ
こ
と
は
、
將
來
に
お 

, 
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P

S

地
‘
域
全
體
に
■
亙
っ
て
、
擴
大
し
.
て
適
用
さ
れ
ぅ
名
態
の
も
の
.

で
あ
る
と
と
が
望
ま
レ
い
V
 

,

-

、，

L

し
か
し
現
實
に
は
、
こ

の

よ

ぅ

な

コ

ー

X.

は
®:

々

攪
亂
さ

れ

が

ち
で
あ

る

。

す
で
に
そ
の
最
大
の
も

の

と

し
て
、
朝
■
動
亂
の
勃
發
と

:

猶2
^
:

軍
灘
經
濟
彭
被
及
：を
_

t
.4
4

pが
_

_
成
_

_勸
働

の
_
太
；は
び̂

金
收
人
並
び
に
利
潤
の
增
大
、
お
よ
ザ
國
際
收
支
上
の
餘
剩
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
事
實
、

一
九
五
〇
年
に
，お
'
い
て
、
、E
C

A

F

‘E

諸
國

.
•■
:

.
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:
'
.'•
.
.
- •
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ニ
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一 ...

C
中
！
：、
-

英
領
ボ
ル
ネ
ォ
、
衣
ぺ
~

ル
、‘
朝
蚱
を
除
く)

の
輸
出
ド
ル
額
は
ニ 

一̂

上
昇
し
、.
輸
人
額
杜
.一
ニ 
％
減
少
し
.
た
。
そ
办
結
果
同
¥
の 

質
易
尻
は
、.

前
年
の
人
超
八
億
ド
ル
か
ら
、

一

據
に
好
轉
しk

八
億
'
四
七
〇
a

萬
ド
ル
.

の
出
超
^

記
錄
じ
た
。
と
の
こ
と
：g
>
 

•本
地
域
に
, 

お
い
て
の
戰
前
の
通
常
の
タ
ィ
プ
で
あ
っ
^

質
易
出
超
が
、
戰
後
初
め
’
て
捭
現
し
仁
こ
七
を
意
味
し
、

，一
九
五
〇
年
下
令
期
れ
ら
そ
の
後 

數
ヵ
.
_月
'
に
か
け
..て
、へ
こ
，.の
地
：紙
.の

多
-<
.
の
.
地
、方
长
軍
需
.プ
.
.

—

'

+

が
訪
れ
^

の
.
で
あ
>
9
.,0
./
, 

.

. 

. 

■
ふ
'
.
.
'
:

そ
の
こ
と
自
體
は
、

一
面
に
お
い
て
そ
し
て
ま
た
少
く
と
も
表
面
的
に
は
、
こ
の
地
域
の
經
濟
力
の
培
養
に
と
つ
て
ブ
ラ
ス

で
あ
つ
.
. 

た
。
し
か
し
な
.
が
ら
そ
れ
は
動
亂
と
再
軍
備
の
直
接
的
な
刺
戟
に
よ
夸t

時
的
現
象
に
過
ぎ
龙
V )
.

の
•
で
あ
り
、
他
面
に
お
い
：て
ィ
身
プ
V
 

の
前
進
と
開
發
-
に
と
っ
て
の
基
礎
的
手
段
で
あ
る
资
本
脉
、
お
ぐ
に
機
械
類
の
輸
入
難
は
'
、
，む
し
ろ
復
興
開
發
力
の
弱
化
を
導
い
た
。
そ 

\

れ
は
^

よ
り
^.H

業
化
CD
'
テ「

ン■

の
.
低
調
化
を
招
き
：、：
先
述
：の
經
德
開

•
•,•
/

.

-

■

:
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X
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と

に

も

見

出

さ

れ

る
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そ
れ
に
も
增
し
て
、
嘗
っ
て
の
特
產
品
輸
出
を
根
幹
と
す
る
經
濟
構
造
の
再
現
は
、
た
と
え
ド
ル
資
金
獲
得
の
安
易
な
方
途
で
'あ
る
と 

し
て
も
、'
基
本
的
に
は「

植
民
地
■
經
濟J

へ
の
逆
コ
ー
ス
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
注
目
せ
ら
れ
K

o ,

.
偃
り
.に
こ
れ
'

M

よ
っ
て
蕾
本
國
や

.
列

強

國

べの
經_
濟
购
依.
存
徙
を
深
め
る
と
'、と.
と
食
れ
ば
、
..長
迦
的
な

 

こ 

れ
に
.代
つ
：て
短
期
询
目
.顧

が
:'
そ
れ
' |
>

多
分
に
政
殆
的
軍
事_
要
素
を
敗
加
し
^
曼
場
じ7;

く

る

ミ

も

と

な

今
■

'

.

へ 

:'
■

礙
育
そ
の
後
や
世
感
的
な
軍
鑛
經
濟
の
遒
展
忙
伴
つ
ー
-

こ
の
ー
地
：域
に
ぎ
.ず
^
政
治
_

.

»事
的
關
心
ば
\

4

に̂
高
ま
：つ
恕
と 

:け
れ
ば
：な
ら
な
％:.
:
外
國
：の
：遮
濟
1

ぞ

寒

叢

事

援

助

，の

增

大

奪

绎

A

援
助
か
ら
M

S

A

援
助
へ
.
の
切
換
え
は
、
こ
れ
を
端
的
に
物
語
.
つ
て
い
る
。
 

v

>

v
 

:

:

>
 •
, 

•

經
濟
閧
發
コ
ー
ス
に
お
け
る
こ
の
よ
ぅ
な
動
搖
は
、
正
し
く
マ
イ
ナ
ス
の
作
用
を
及
ぼ
す
に
外
な
ら
★
、
，
動
亂
や
再
軍
儺
に
よ
るI

.
寺 

的
好
轉
は
、
朋
ら
かh

,

 

r

こ
の
地
域
の
繁
架
に
對
す
參
定
的
基
盤
で
は
.決
し
て
あ
り
得
な
い」

し

、
ま

た
— |
.
本
地
域
は
旣
に
、.
、立

プ
.

.マレ
；
壓
：力
'の鳥

！！

 
■

給
難
办

#
太
0
た
め
：纪
、
社
會
：§
經
龜
的
翁
1
:苒
窜
備
と
：の
間
の
暮
佌
界
的
矛
盾
に
：惱
ま
さ
：れ
0

0
if
f

73
こ
の 

評
價
が
成
り
立
‘つ
所
以
で
あ
る
。
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■
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^
雜

::
2

時
的
好
:'
«
は
_
;界
政
.治
，”隹
齊
衞
勢
の
.推
轉
と
典
紀
容
易
；に
鱭
囘
1>
於
ぢ
で
あ
名
。̂

•
;冯
半
期
殄
は
、
，

：

. 

僵

■
緊
張
：の
緩
和
、處

-»
'
麓

會

_

展
開
、
：列
_

繁

藏

用

觀

質

-#
の

減

退»-
:
を

理

敗

ど

レ

 

■

域
：か
ら
の
輸
出 

.一
 

_

遲

，

連■

'■
=.0ー
卽̂

孩

—

，

興

に
'-
»

す
_

--
«

孺
_

減
廉
、
^

^

が

宅

，輸
: ^: 

入
統
制
の
緩
和
等
は
、
出
超
の
1;»
質
的
な
減
退
や
入
超
へ
の
轉
化
を
導
い
た
。
'例
え
ば
北
ボ
ル
ネ
オ
、，ビ
ル
マ
、
セ
イ
ロ
ン
、

•
イ
ン
I

 

シ
ア
及
び
マ
レ
ー
等
は
出
超
減
を
示
し
、
香

港

ぐ
イ
ン
'K
、
パ
キ
ス
タ
ン
及
び
フ
ィ
リ
ピ
ン

等

，は
入
；超
へ

轉

じ

た
0
ま

^

イ

ン

ド

シ

ナ

の 

三
邦
は
米
の
輸
出
は
增
大
し
た
に
も
拘
ら
ず
、，
輸
人Q

.
Q
S
H

、

人
：

g

と
な
り
、
タ
イ
とm

本
の
み
が
例
外
あ(

雜

。

〕

.

;
.
;
::
1

.

^が
- 0
^

.

^

.ま
; ^
5

龙

；靡

深: «

の
；觸̂

货

繼
« -
; ^

戰

' 1

徵

品
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迪
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。
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潘
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友
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す
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世
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に
ク
い
ぼ
雒
進
龙
に
止
耷
る
が
ク
政
治
的
ぐ
經
濟
的
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事
的
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れ
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狙
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濟
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會
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.
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狀
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ら
れ
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成
は
、
考
え
ら
れ
な
い
途
で
は
な
い
。

.
上
述
の
幾
つ
か
の
開
發
方
式
或
.は
、
■
國
際
的
統
治
力
式
，の
優
劣
や
發
展
牲
に
づ
い
て
、
主
| |

的
好
悪
な
し
に
論
議
を
重
ね
.
る
i

は
' ® 

難
で
あ
ろ
う
。
し
仁
が
つ
て
そ
必
功
罪
览
客
觀
的
な
情
勢
の
分
析
に
^

つ
て
先
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
-Q

'そ
の
場
合
の
規
傘
と
し
て 

考
克
ら
れ
る
も
の
も
#

5

あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
少
く
と
も
基
本
的
な
要
件
を
し
て
、
次
の
ニ
つ
を
趴
ぬ
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
一
は
、
领
在Q

.

累
積
的
な
ア
ジ
ア
の「

蓄

」

か
ら
の
解
放
に
、5

；

ず
れ
の
開
發
方
式
或
い
は
統
治
方
式
が
、
最
も
よ
く
且
つ
早 

ぐ
適
合
す
る
か
で
泡
り
、
二
.
は
こ
れ
と
の
關
連
に
お
い
て
、
戰
後
.の
ナ
‘
ジ
ア
.
•
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
g

本
質
と
志
向
を
、
：
い
ず
れ
の
方
式
が 

最
も
適
確
に
把
握
し
う
る
か
に
縣
る
と
い
え
よ
う
。
. 

：、：

、
：

現
在
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
-
問
題
に
正
確
な
解
洛
を
與
え
る
こ
と
は
難
し
、い
。
た
だ
㈠
の
點
に
つ
い
て
、
西
歐
的
な
近
代
化
のコ
ー
ス 

.一、が
成
，
免
擧^

^

め̂
杧
梂
ク
ー
⑷
細

字

谓

の

敵

屬

启

ま

衡

聰

揉

重

ぶ

的

作

都

が

廣

の

翁

逾

且

替

太

規

模

紀

經

^

え
る
こ
上
が
肝
要
で
あ
る
0

、
こ
れ
に
よ
る
近
代
化
の
•基
礎
條
件
の
整
備
な
く
し
て
は
、
工
業
化
は
遲
滞
し
、
生
活
水
準
の
闶
上
は
阢
丘
さ 
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れ
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西
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，

至
^

ソ
連
的
な
同
盟
^

式
、0 -

適
用
-%

、
暴
カ
革
‘命
ゃ
緊
華
往
動
を
前
提
と
し
て
、
@:
-

抱

, ^
*

田
: 1
; ^

エ
作
の
み
' ^

依
據
す
，る
場
合
に
は 

な
か
，な
^ :

受
容
れ
ら
れ
難
い
で
あ
ろ
う
S

こ
の̂

に
關
連
^

セ
へ
先
頃
の
モ
ス
ク
ヮ
國
際
經
濟
會
韻
如
、
こ
9 -

地
域
の
諸
國
に
獨
し
て
も
、 

積
極
阶
.
な
通
商
交
渉
め
呼
び
加
け
龙
行
つ
釭
こ
.
、と
は
フ
宠
分
注
目
さ
れ
ス
よ
い
。

.

へ
’ 

• 

_ 

.

、

さ
ら
ド
固
別
的
計
畫
^ -

進
の
コ
ー
ス
^ -
?

最
^

着
實
で
あ
る
と
は
い
え
、
早
急
の
効
果
を
溯
待
す
る
こ
-^

は
無
理
で
あ
名
。
そ
，れ
は
長 

ぷ
勺

'

目
墻
と
し
て
‘
は
、
所
得
の
增
-太
，と
生
活
水
準
の
向
上
を
目
指
す
と
し
て
^

、
顧
期
的
に
は
ま
ず
^ -

瓶
の
'
安
定
•
と
將
來
の
-P
S

藤
の
甚
盤
，
 

I

を
念
願
と
す
る
態
の
も
め
'
で
な
く
て
ば
な
ら
な
い
。
上
く
に
そ
の
初
期
に
.
お

ぶ

は

或

，る
程
度
の
生
活
水
準
の
■切
詰
め
す
ら
要
望
へ 

さ
吖
る
。
旦
し
こ
の
1

合
そ
れ
、が
當
該
國
政
莳
の
よ
き
指
導
'と
國
玛
の
自
覺
と
自
發
的
努
力
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
場
合
^

は
、
㈡

の
ナ
シ，

ョ
ナ
リ
'

ズ
ム
の
點
か
ら
も
、-
最
も
圓
滑
な
進
展
を
期
し
う
る
管
，で
あ
る
。
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こ
の
個
別
的
許
畫
の
コ
、

ス
は
、
素
よ
り
S

的

で
意
こ
と
I

味
し
な
い
。
出
來
れ
ぱ
外
部
援
助
の
利
.用

爲

慮

じ

、
と
く
に
地 

域
內
諸
國
の
協
力
實
現
に
'
っ.
い
て
、
精
極
的
な
努
力
が
望
ま
し
い
。
こ
の
點
に
，つ
い
て
、
、そ
の
多
く
が
農
業
的
領
域
で
あ
る
限
り
、
化
互 

に
競
爭
的
で
は
あ
ヶ
# .

て/
も
、

，立

體

的

な

結

合

は

不

可

能

，
で

.
あ
.り
、
^

木
は
非
能
举
的
で
あ
る
と
. ®

々
說
か
れ
る
。
し
か
し
^
が
ら
本
稿 

H

に
揭
げ
ら
，れ
た
類
型
別
か
ち
見
て
も
、
可
成
り
の
.
程
度
の
®

力
の
實
治
は
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
•ま
た
そ
の
よ
う
な
體
制
を
盤
え
う
れ 

ば
、
、外
部
勢
力
と
の
對
等
な
交
渉
冬
導
か
れ
る
の
’
で

あ

、
る

。
’
そ
の
.

前
途
は
遼
遠
如
名
知
れ
故
い
•が
、
ま
中
可
能
な
範
圍
か
ら
着
乎
す
る
こ 

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
獨
立
後
の
日
本
の
役
割
^

-

亦
、
'£
.

の
觀
點
か
ら
規
制
さ
れ
て
然
る
.
ぺ
き
で
あ
る
。

'

,

勿
論
こ
の
.
n

l

ス
を
進
め
る
に
つ
W

て
、
•
相
互
間
の
摩i

’

や
外
部
勢
力
の
壓
カ
も
避
け
難
い
で
あ
ろ
う
こ
の
際
常
に
注
意
す
べ
き

' . 

■±

、
こ
の
也
或
が
國
際
的
植
民
地
に
^

ち
.る
こ
と
の
な
い
よ
5.

、
ま
た
植
民
地
デ
.
モ
ク
ラ
シ
ー
と
も
い
う
ベ
き
逛
め
ら
れ
た
デ
モ
ク1

フ
シ 

1

む
適
用
に
陷
V

.C

と
の
な
い
よ
う
、
協
力
的
努
力
を
續
け
る
^ .

と
で
.

あ
名
。
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さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
東
る&

は
、
a

式
中
の
.

な
が
何
を
示
す
加
と
い
ぅ
.
こ
と
で
あ
る
。
右
の
と
お
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さ
れ
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七
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さ
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な
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